
低学年における教科学習での効果的なコンピュータ活用法について

─表現の幅を広げ、より意欲的に活動する子どもをめざして─
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１ テーマ設定の理由

本校は、平成１２年度新しいコンピュータを１

（ 、 ） 、５台 うち教師用１台 サーバー機１台 導入し

インターネットやメール交換などもできるように

なっている。また、全台ネットワーク化されてい

る。現在は、高学年を中心に学習に関する情報収

集を目的としてインターネットを使用するなどし

。 、てコンピュータを活用している コンピュータは

学習の中で情報収集や情報選択、情報活用、情報

発信などの利用方法があるが、本校での利用状況

、はコンピュータ利用方法の一部にとどまっており

学習において効果的に活用するまでには至ってい

ない。また、低学年においては、教科時数の削減

により、コンピュータを使用する機会が減ってい

るのが現状である。 本学級の子供は、挨拶、返

事なども元気よくでき、何事にも興味を示して学

校生活を存分に楽しんでいる。しかし、学習にお

ける表現方法がまだ不十分であるため、書くこと

や描くことを苦手とする児童がいる。そこで、コ

ンピュータを効果的に取り入れての学習なら楽し

みながら意欲的に活動できるのではないかと考え

る。低学年の段階でコンピュータに慣れ親しんで

おくと、学年があがるにつれて、より応用の利く

、コンピュータの活用ができるのではないかと考え

本テーマを設定した。

２ 研究の仮説

（１）教科学習の中で、教科の特性を生かせるよ

うな適切な場面でコンピュータを活用してい

けば、子供は多様な学習の仕方を身に付け、

より意欲的に教科学習に取り組むのではない

か。

（２）コンピュータの特性を生かしながら、学習

するための道具の一手段として利用していけ

ば、子供の表現の幅が広がるのではないか。

３ 研究の方法

（１）低学年におけるコンピュータリテラシーの

把握

・ 情報教育の目標（情報活用の実践力・情報

の科学的理解・情報社会へ参画する態度）を

受けて、発達段階に応じたコンピュータのリ

テラシーを考え、個々の向上に努める。

（２）コンピュータを活用した教科学習の実践

（ ）・ 各教科 主に国語・生活科・図工を中心に

のなかで取り組めるようにして、コンピュー

タを使い学習効果が上がるように単元の指導

計画を作成し、実践する。

４ 研究の実践

（１）低学年におけるパソコン活用のねらい



（２）低学年で習得したリテラシー

（３）平成１３年度の実践

第１学年 国語科

ア 単元名 わたしがつくったカレンダー

イ 目 標

① 「自分たちのカレンダーを作ろう」とい

う活動の目的をもって、身近な出来事の中

から進んでカレンダーに書きたいことを探

し、簡単な文章を書く楽しさを味わうこと

ができる。

② 会話文を入れながら、したことの順序を

たどって簡単な文章を書くことができる。

、 、③ 書いた文章を読み返して 漢字や句読点

かぎの付け方の誤りを正すことができる。

ウ 単元について

本単元は 「自分達だけのカレンダーを作ろ、

」 。う という目的をもって作文指導を進めていく

これまでの作文学習では、身近なことや家での

出来事、学校での出来事を友だちや先生に話す

口頭作文から、１文→２文→３文の作文へと段

階を追って進んできた。文章の長さは５０字程

度を目安に指導していく。作文の内容としては

子供に自由に考えさせるが、最終的には、した

ことを思い出しやすく会話文も入れやすい題材

である「遊んだこと」に集約し取り組ませてい

く。かぎの正しい付け方なども丁寧に取り上げ

て身に付けさせていく。

カレンダーの数字の部分は教師が用意し、カ

レンダー１年間分を児童が分担し作り上げてい

く。完成したカレンダーは、子供のアイデアを

生かしながら来年の１年生へのプレゼントにし

たり、学年が上がってから学級で使ったりして

いく。また、作品の仕上がりの美しさを考慮し

、 。て 絵を描くときにコンピュータを使っていく

自筆で清書するときにも、見る人の立場に立っ

てきれいなものに仕上げるという意識を持たせ

ていきたいと考える。

エ 仮説を受けて

① 国語科でコンピュータを使う目的は様々

あるが、本単元では、２つの効果をねらっ

ている。一つ目は、カレンダー作りへの興

味や関心、意欲を高めるためである。カレ

ンダー作りをしながら学習を進めることだ

けでも１年生は乗ってくるが、そこでコン

ピュータを使ってカレンダーに載せる絵を

描いたり、清書した作文をコンピュータに

保存したりすることで、より一層学習に弾

みをつけ楽しみながら取り組めるのではな

いかと考える。

② 二つ目は、表現力向上のためである。カ

レンダーは掲示することを視野に入れて作

成していく。ある程度見る人を意識しなが

らきれいに仕上げさせていきたい。絵を描

くのが苦手な子供や文字が思うようにうま

く書けない子供にとっては、なかなか大変

な作業である。しかしコンピュータで絵を

描いたり文字を打ったりすることはあまり

抵抗がなく、編集も簡単にできるのできれ

いに仕上げることができる。それを友だち

同士でコンピュータのモニター上で見合い

ながら、遊んだことについて話し、思い出

すきっかけにしていく。このようにコンピ

ュータを使うことによって子供の表現の幅



が広がるのではないかと考える。

〔指導計画〕

オ 実践を通して

・ コンピュータをいかに教科の中に取り入

れていくかを研究してきたが、主要教科で

ある国語でも十分に活用できることが分か

った。特に、作文単元で書くことへの関心

を持たせ、意欲づけをねらう上で効果を上

げ、学習に弾みがついた。

・ １年生でもコンピュータをねらいに応じ

て使えるということが分かった。特に、コ

ンピュータ操作を学んでいく過程では、積

極的にコンピュータに触れようとするので

慣れるのが早かった。

・ 絵を描くのが苦手な子供や字の形が思う

ように整わない子供なども、コンピュータ

で絵を描いたり、文字を打ったりすること

は全く抵抗がなく取り組めていた。

・ コンピュータを使うことによって、作品

をきれいに仕上げられるという良さのほか

に、２、３人で一つのモニターを見ながら

描いている絵について話し合ったり、コン

ピュータ操作を教え合ったりして、交流の

場にもなるという良さがあることが分かっ

た。

・ コンピュータを使う授業のときには、

Ｔ．Ｔ．で対応し、子共一人一人への支援

がすぐできるようにした。本時では、クラ

スを二分して別の作業を行っていくなど工

夫ができた。

〔本時の指導〕



（４）平成１４年度の実践

第２学年 国語科

ア 単元名 三まいのおふだ（昔話）

こんなお話を考えた

イ 目 標

① 昔話などのお話に興味を持ち進んで読ん

だり、自分でも意欲的にお話を作ったりす

ることができるようにする。

（関心・意欲・態度）

② 絵を見て自分で想像したお話を分かりや

すく話したり、ストーリーのおもしろさを

味わいながら聞いたりできるようにする。

（話す・聞く）

③ 「はじめ、なか、おわり」など、簡単な

組み立てを考えてお話を書いたり、作った

お話を読み返し、表記の間違いや筋の通ら

ないところを見つけたら書き直したりでき

るようにする （書く）。

④ ３枚のおふだがどのように使われたのか

を考え、内容の大体をつかむことができる

ようにする （読む）。

⑤ 長音、拗音、助詞「は・を・へ」などの

表記やかぎ（ ）の使い方、句読点の打ち「」

方を理解して、文章の中で使うことができ

るようにする （言語事項）。

ウ 単元について

本単元は、２つの教材から成り立っている。

「話す・聞く力」と「読む力」を養う「三まい

」 、 、のおふだ は 読み聞かせの学習の教材として

子供一人一人が「聞いて楽しむ」ことを大事に

し、イメージ豊かにお話の世界を思い描かせる

ためのものである。また、そうした側面と共に

絵本作り活動への橋渡しの役目ももっている。

もう一つの教材は、それを受けて「書く力 、」

「言語の力」を養う「こんなお話を考えた」で

ある。ここでは 「自分だけの絵本を作ろう」、

ということで、３枚の絵をもとに、それをうま

くつなぎ合わせ「はじめ・なか・おわり」で自

。 、分なりのストーリーを考えていく 前の教材で

恐ろしい山んばに捕まってしまったときの小坊

主の怖さや、波が渦巻くほどの激流を追いかけ

てくる山んばの速さなどのイメージを広げるこ

とができれば、続く教材の絵本作りでも、自分

のストーリーを楽しみ、登場人物の行動や心情

を思い描きながら書くことができると考える。

ストーリーのあるお話を書くことは、今回が初

めてであるが、３枚の絵をうまくつなぎ「はじ

め・なか・おわり」でストーリーを考えること

をしっかりと学ばせていきたい。

絵本作りで、自分の考えたお話を清書すると

きにはコンピュータを使っていく。文章を書く

力には個人差があるので、文章の量に応じて書

式を変えたり、必要に応じては挿絵を増やし貼

り付けたりしながら個人差に対応していくこと

ができる。また、きれいに仕上げることができ

るために、子供たちは完成を楽しみにしながら

取り組めるのではないかと考える。

エ 仮説を受けて

① 国語科でコンピュータを使っていくこと

は、絵本作りへの意欲を高めて持続させる

ことにつながるのではないかと考える。国

語での書く力は、基礎基本として身につけ

なければならない力である。ここでは、お

話を作り上げるまでの過程での下書きや校

正を手書きでしっかり行うことを重視して

清書をコンピュータですることにした。清

書の自筆での書き直しは、時として必要な

ことではあるが、低学年の子供にとっては

意欲を減退させ、文字が乱暴になりがちで

ある。書く活動に変化を付ければ、低学年

において自筆することが苦手な子供にとっ

ても、楽しみながら取り組めるのではない

かと考える。

② 国語科でコンピュータを使う目的には、

文章作成・校正のしやすさ、レイアウトの

工夫が容易にできるという２点がある。文

章作成・校正では、間違ったらすべてを消

して書き直すという煩わしさがなくてすむ

ということである。本単元では絵本作りと

いうことで、自分で考えたお話を絵本にし

ていくために、子供によって書く文の量は

様々である。コンピュータでは、文の量に

よって書式を変えることができる。また、

挿絵なども自由に大きさを変えたり増やし

たりすることができるために、自分の能力

に合わせて絵本作りを進めていくことがで

きるのではないかと考える。さらに、見た

目がきれいで、読みやすい形に仕上げるこ

とができる。そのまま印刷して冊子にした

りソフトの紙芝居機能を使って画面上で見

たりすることによって、子供の表現の幅が

広がるのではないかと考える。



〔本時の指導〕

〔指導計画〕

オ 授業の様子

☆ 一人１台のコンピュータが使えるように、

時間を区切り、違う作業をしている子供のグ

ループと入れ替えるようにした。

☆ コンピュータ操作での質問があると、子供

同士での対応を行っているが、それでも分か

らない場合だけ、教師が一緒になって操作を

行うようにしている。

☆ 清書が終わった子供は、プリントアウトし

て、間違っていないかどうかを点検したり、

嬉しそうに友だちと見せ合ったりしていた。



☆ 「なか」の場面を下書きしている子供は、

となりの教室で行っている。Ｔ．Ｔ．で対応

しているため、子供たちは安心して集中しな

がら取り組める。

カ 子供の作品

５ 成果と課題

（１）成 果

ア 仮説に基づいた研究の進め方について

・ 低学年のうちからコンピュータに慣れ

親しむ時間をしっかりとっていくと、そ

れだけ上達し、コンピュータで表現する

という学習の幅が広げられることがわか

った。

・ ２年間で、特に集中して取り組んだ国

語の単元は、コンピュータを活用するに

は丁度良い内容で、仕上がりがきれいな

ことから印刷するたびに子どもたちの意

欲が増し、完成を楽しみにしながら学習

できた。

イ 視聴覚機材・教材の利用について

・ 使うコンピュータにより２人ペアのと

、 。ころもあれば ３人ペアのところもある

人数の多いところは、必然的に進度が遅

くなり差が生じてしまうが、ネットワー

クを使い、どのコンピュータからでも自

分専用のフォルダを開くことができるよ

うにしたので、一人一人の進度を見なが

らペアを入れ替えるなどして調整ができ

たので良かった。

ウ 児童の変容について

・ コンピュータのクリックパレットを使

った文字打ちが回数を重ねるごとに入力

のスピードが速くなった。また、マウス

操作の練習にもなり、マウスを巧みに扱

えるようになった。

・ 国語での作文等の清書は、集中力のい

る活動でなかなか続かないのが普通であ

るが、コンピュータでの清書は予想以上

に児童の集中力を引き出し、飽きずに活

動できた。

（２）課 題

・ 文字パレットを使っての文字入力を行った

が、今後どのようにしてキーボード打ちへ移

行していけばいいのか、無理なく移行できる

ように配慮が必要である。

・ フルアクセスでコンピュータを使用してい

るとネットワークがつながらなくなるなどト

ラブルが頻繁にあったので、日頃からコンピ

ュータのメンテナンスが不可欠であると実感

した。

・ 友だちのフォルダを勝手に開いたり、それ

を書き換えたりする子供が出てこないように

するような予防をしなければならない。

・ 現在のコンピュータの台数では、全員が完

成するまで国語科の時数だけでは到底足りな

い。本来なら１人１台のコンピュータが望ま

しいが、現状でどの程度の取り組みなら全員

がゴールまでたどり着けるか、しっかり見通

しを立てる必要がある。


